
基肥可変施肥 追肥可変施肥

内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） 「次世代農林水産業創造技術」において開発中

ほ場の低層リモートセンシングに基づく可変施肥技術の開発
(農研機構など）

農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑥

○ ドローンや農機からのセンシングにより、
「ほ場内のばらつき」をマップ化

○ ばらつきに応じて肥料の量を調整しながら
基肥・追肥を実施できるシステムを開発中

システムの導入メリット

システム概要

○ 肥料が多すぎることによる倒伏を
解消し、作物の品質、収量を向上

○ 余分な肥料を使わないため肥料コ
ストが削減

現地実証中 SIP、山形大学など
H31年度以降実用化
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収量と品質の安定化

・完全自動飛行
・高精度飛行 ±2ｃｍ精度
・薬剤自動散布 飛行速度に合わせ吐出量自動調整
・均質散布 薬剤特質に合わせた散布経路自動設定
・ドリフト率１％以下
・安全性の高い機体設計

・栽培計画、圃場管理、作業履歴管理機能搭載
・生育自動診断

高度30cm～50cmの至近距離からのデータ取得
１株単位の生育履歴、作業履歴の管理を目指す
生育状況をリアルタイム診断、病変検出
診断結果に応じた最適量の農薬、肥料散布

・栽培計画
生育環境と品種の特性から、最適栽培計画案の提案

生育診断クラウドサービス農業用ドローン

ほ場の低層リモートセンシングよる精密圃場管理
ナイルワークス

出展：ナイルワークス資料

農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑦
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農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑧

和歌山大学

農業用アシストスーツ

システムの導入メリット

○ 10～30kg程度の収穫物の持ち上げ
作業で負荷を１／２程度に軽減

○ 持ち上げ運搬作業等の軽労化により、
高齢者や女性等の就労を支援

システムの導入メリット

○ トラクター・軽トラック等の機械作業の間に繰り返
される重量野菜の収穫やコンテナ移動等の腰への
負担を軽減し、運搬時間を約３割短縮

（着用したまま軽トラックの運転が可能）

ATOUN（パナソニック系ベンチャー）

○ 着脱のしやすさ、装着時の負担感の削減（さらなる軽量化）
○ 低コスト化

《 今後実現すべき技術要
素 》

農林水産省の委託研究
プロジェクトにおいて開発

｢農業会と経済界の連携による先端モデル
農業確立実証事業｣において開発

ATOUN、和歌山大学など

販売中
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農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑨

リモコン式自走草刈機
三陽機器（株）

○ アーム式草刈機の技術と油圧・マイコン
制御の技術を組み合わせ、リモコン操作
可能な草刈機を開発

取組概要

システムの導入メリット

○ 人が入れない場所や急傾斜（最大傾斜４０°）
のような危険な場所での除草作業もリモコン操
作で安全に実施可能に

○ 軽量コンパクトで、軽四輪トラックでの移動が
可能

〇 作業効率は慣行作業の約２倍（3a/hr→6a/hr）

出典：三陽機器（株）Webサイトより

三陽機器（株）
価 格：約130万円（予定）
H30.３ 発売開始予定

革新的技術創造促進事業（事業化促進）にて農研機構生研支援センターの支援のもと研究開発
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農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑩

無人草刈りロボット

○ 従来の乗用型草刈機（1台100万円程度）を最小限の機能に絞り込み、小型の無人草刈機とし
て、半額程度（50万円）となるよう開発。

○ これにより、規模拡大の障害となる雑草管理を自動化し、労働力不足を解消。

＜負担の大きい草刈りを無人化＞

（無人草刈機の作業性は乗用型草刈機と同等）

（現在の草刈り） （無人草刈機）

（イメージ）

ポイント②
・緩斜面の除草作業が
可能

・乗用型草刈機と比べ
て遜色ない能力

ポイント①
・作業時間が減る
ことにより削減

28年度補正予算「革新的技術開発・緊急展開事業」において開発中

産業技術総合研究所、太洋産業貿易（株）、（株）筑水キャニコム、など

H32年度以降実用化
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○ ＧＰＳ等の衛星測位技術を活用したトラク
ターや田植え機の自動操舵（一部実用化）

○ 数cm単位の精度での作業が可能

システムの導入メリット

取組概要

○ 自動で正確に作業できるため、大区画の長い
直線操作などでも作業が楽になる

○ 夜間作業や落水しないでも田植え作業が可能

○ 非熟練者でも熟練者と同等以上の精度、速度
で作業が可能になり、オペレーターの確保が容
易に

トラクター等の自動操舵システム
クボタ、農研機構など（千葉県柏市）

26年度補正予算「農林水産業におけるロボット技術導入実証事業」において導入実証を実施

農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑪

資料：北海道庁ＨＰより
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全国の自動操舵装置の出荷台数の推移

ニコントリンブル、トプコン他
価格：約150～300万円（基地局込み）

31


